
  
 
★「Ｋマーク」の活用 

問題に対する自分の考えを書く際に、既習事項を活用した場合「Ｋマーク」を書くこととで、既

習事項を活用する態度を育てていく。 

★「算数コーナー」の設置 

毎時間の課題を解決するために必要な既習事項等を教室に掲示する。児童が自力解決する際に活

用したり、教師が個別に指導する際の手立てとして活用したりする。 

 
 

★「わかりやすく説明するための言葉」の活用 

単元と通して、学習の過程で出てきた児童の「わかりやすく説明する言葉」を徐々に増やし、活

用化を図っていく。 

★ペア学習の導入 

隣同士の二人一組のペアで自分の考えを説明する時間を設定する。自分の考えを説明したり、友

達の考えを理解したりしながら考えを深めていく。 

★発表ワークシートの活用 

ラミネートしたワークシートを活用し、ノートに書いた考えをそのまま書いて発表する。また、

発表・検討の段階で、複数のワークシートを貼って、それぞれの考えを理解できるようにする。

既習を活用できるようにする工夫 

発表・検討を深めるための工夫 


